
水田農業担い手の経営基盤強化と産地の強化

課題

（１）水田農業担い手の経営基盤強化

米・麦・大豆の生産性の向上や安定化

新技術の導入、他品目の導入、スマート農業の導入、

GAP認証、雇用の確保

（２）産地の構造改革による強化

業務用米やブランド米などの高品質安定生産

種子産地における担い手の確保・育成



普及活動成果指標

指標項目 単位 現状
（2018年度）

→ 目標
（2022年度）

（ア）農家カルテによる提案を実践した
経営体数

経営体
数 ― → ６１８

①新技術・新品種の導入・定着・拡大に係る提案の実践数 実践数 ― → ７２

②排水対策の高度化に係る提案の実践数 実践数 ― → ５２

③地力の維持・向上に係る提案の実践数 実践数 ― → １３４

④経営の高度化に係る提案の実践数 実践数 ― → １０１

⑤優良事例として整理される経営体数 経営体数 ― → ３３

（イ）麦の平均単収 kg/10a ２７９ → 3２0

（ウ）大豆の平均単収 kg/10a ８５ → １２０



普及活動成果指標

指標項目 単位 現状
（2018年度）

→ 目標
（2022年度）

（エ）需要に応じた生産や構造改革に
取り組む産地ヘの支援数

産地数 － → １１１

①品質向上・需要量の確保に係る提案の実践数 実践数 － → ８３

②担い手対策に係る提案の実践数 実践数 － → ３０

（オ）需要に応じた生産に係る契約数量
等の達成率

％ － → １００



活動方針

（１）水田農業担い手の経営基盤強化

米・麦・大豆の生産性の向上や安定化

→改善策の提案、優良事例の情報共有

（２）需要に応じた生産や構造改革に取り組む産地ヘの支援

品質向上・需要量の確保のための支援

→栽培技術の支援

産地を支える担い手への支援

→担い手の確保・育成


